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令和 3 年(2021 年) 事業報告書 
令和３年 ４月 １日 から 令和４年 ３月３１日まで 

 
特定非営利活動法人 

１ 事業の成果 
令和３年度の事業について、事業面・組織運営面の２つの側面に照らして総括し、後段で個々
の事業について報告する。 

 
［ 事 業 面 ］ 

 
１●事業展開において重視した点 

コロナ禍が長引く中、各所でさまざまな課題が浮き彫りとなっている。例えば、
生活困窮者は年代を問わず広がりをみせており、フードパントリー等を通じた食糧
提供のニーズも高まるばかりである。また、あらゆる人・組織の日常活動が大きく
制限される中、国の調査によれば、孤立感を抱く人たちが年代を問わず増えている
という。他方、こうした状況を創意工夫で支えんとする民間の動きもみられるよう
になっている。例えば、コロナ禍以降の新規起業の動きの中には、「地域を元気に
したい」「困っている人に寄り添いたい」といった熱い思いを有するリーダー達が
散見される。 
当法人は中間支援組織としてこの 20 年来、さまざまな困りごとを傍目に、協働

の側面支援や仲介などのコーディネートをしてきた。課題解決に係る現場の活動で
は、NPO が主体となっているケースもあれば、志ある営利の事業者が挑んでいるケ
ースも出てきており、コロナ禍以降に着目して、複数のロールモデルを題材とした
調査研究に取り組んだ。また、ここ数年来重要視している「共助」「自助」を高め
るための新たな取り組みにも着手した。 
 

２●事業面でのハイライト 
ここ数年来、下記３つの柱立てを重要視しているところである。 

①  活動の新たな担い手の発掘・育成、マッチングの場づくり 

②  災害発生時を含む「共助」のしくみづくり 

③ 声なき声（サイレント・マジョリティ、サイレント・
マイノリティ） へのアプローチ策の検討、提言 

～ ミッションとの関連 ～ 

 

 
３●事業面での課題 
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財源における助成金の比率の増大 

２つの取り組みについて助成金を活用しており、年間の財源に助成金が占める
割合が大きくなっている。 

➡今後の改善策 
助成事業の期中より、事後の自走に向けた策を講じる。 

 
 

［ 運 営 面 ］ 
 
１●運営面において重視した点 

・進捗管理：複数の外部団体との連携・協働による取り組みが増えているため、業務
管理ツールを活用しながら、日々徹底した。 

・環境整備：事務所内の書籍・資料を定期的に処分した。 
 
２●運営面での課題 

会員数の減少 
会員数増加に至れなかった。 

➡改善策 
20 周年等の節目では、これまでの成果を伝えるしかけを講じたい。 
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２ 事業の実施に関する事項 
 

（１）特定非営利活動に係る事業  ※新規事業や前年度にはなかった事業を「★」で表記。 

定款の 
事業名 事  業  内  容  実施 

日時 
実施 
場所 

従
事
者
の
人
数 

受益対象者 
の範囲 
及び 人数 

事業費 
の金額 
(千円) 

① 
地域の課題解決をこ
ころざすさまざまな
組織の人財の育成・
強化に関する 

「そだちあう」事業 

相談・コンサルテーション 
 
NPO・企業・行政等を
対象とした個別相談を
事前予約制にて随時受
付しているが、感染症
の影響で対面相談の受
付は停止した。メー
ル・電話で、個別相談
に準ずる内容に対応し
た。電話 23 件、メー
ル 132 件で、いずれも
無料で応じた。 
 

通 年 福岡市 中央区 
1
名 

ＮＰＯ活動
者 
 

ＮＰＯ設立
を準備中の

者 
 

企業関係者 
 

行政関係者 
 

155 名 

1 

多様な地域・セクター
への講師派遣事業 
（受託事業含む） 

 
福岡県内・外におけ
る、行政・ＮＰＯ支援
センター・企業・公民
館等が主催する研修や
ワークショップ、シン
ポジウム等への講師派
遣を行った。 
（後述「ご参考」参照）  

 
※詳細 
http://www.npo-
an.com/activity/lecture 

 

通 年 
福岡 
県内 
・ 
県外 

1
名 

一般市民 
 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

企業関係者 
 

500 名 

1561 

 

SAVE JAPANプロジェクト 
 
47 都道府県の NPO と
地域住民、損保ジャパ
ンが一緒になって、全
国各地の「いきものが
住みやすい環境づく
り」を推進。一般社団
法人まほろば自然学校
の取り組みについて、
側面支援を行った。 
 

10 月～ 太宰府市 
2
名 

一般市民 
 

200 名 
1300 
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② 
民間非営利組織(ＮＰ
Ｏ等)・企業・行政等
が担う社会貢献分野
にかかる調査研究お
よび提言に関する 
「ふかめあう」事業 

協働の環境整備 
 

 
 

H.28-31 年度にかけて
実施した「地域福祉の
充実のための地域の
NPO 支援センター(中
間支援組織)と地域福祉
関連領域との連携創出
支援事業」(赤い羽根福
祉基金 助成／当センタ
ー・日本 NPO センター
共同事業) の成果物
「ふくし×○○ つなぎ
の手帖」の頒布とこれ
を用いた講師派遣を行
った。 
※詳細 
http://www.npo-
an.com/event/archives/72 

通 年 全 国 1名 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

公民館関係
者 
 

20 名 

6 

協働の環境整備 

 
サイレント層に重きをお
いた防災・減災のための
プログラム普及事業 
 
”声なき声”となりがちな
人たち（サイレントマ
ジョリティ、サイレン
トマイノリティ）との
接点づくりに重きを置
き、「防災」を主題と
した地域づくりのため
のプログラムの調査研

通 年 全 国 2名 

一般市民 
 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

企業関係者 
 

100 名 

1353 
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究および実践に取り組
んでいる。 
これまでの成果物「ぼ
うさいを Happy にする
WORK BOOK」・「ぼ
うさいをハッピーにす
る WORKSHEET」・
「ぼうさいをハッピー
にする知恵袋」・「ぼ
うさいをハッピーにす
るコレクション」・年
度報告書「Happy ぼう
さいプロジェクト
REPORT2019＆
2020」を随時頒布して
いる。 
 

 
また、「災害時個別支
援計画」を皮切りとし
た自助・共助の向上策
を普及するための新規
事業にも着手し、調査
研究フェーズの報告書
を作成した。（Yahoo!
基金助成）★ 
※詳細  
http://www.npo-
an.com/event/archives/71 
 
http://happybousai.net 
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 ふくおか NPO センター
の取り組み検証 

 
 
設立 20 周年を節目と
した冊子作成に着手し
た。20 名の寄稿文など
を含め、2022 年度中
に発行予定である。 

通 年 福岡市 中央区 
1
名 

一般市民 
 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

企業関係者 
 

20 名 

520 

③ 
地域の課題解決をこ
ころざすさまざまな
組織やキーパーソン
の連携・協働のコー
ディネーションに関
する「つなぎあう」

事業 

地域での課題解決支援 
 

 
 
「公民館じょいんとプロジ
ェクト（公民館とＮＰＯ
の共働促進事業）」 
（共催：福岡市中央区役所） 
 
H.26 年度からの継続事
業。福岡市内でも初め
て、行政とＮＰＯによ
る、公民館とＮＰＯの協
働事業のマッチングおよ
び広報 PR 支援を行って
いる。 
令和３年度は、中央区の
公民館の館長・主事を対
象とした研修（コロナ禍
での活動のコツ）および
活動報告のウェブサイト
掲載支援を行った。 
 
※専用サイト 
 http://joint-kn.net/ 
 

通 年 福岡市 中央区 
1
名 

一般市民 
 

100 名 
53 

 協働の環境整備 

 
with コロナ下の課題共
有および協働誘発のため
の共通基盤構築事業 

通 年 福岡市 中央区 
2
名 

一般市民 
 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

企業関係者 
 

100 名 

6811 
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(独立行政法人福祉医療
機構(WAM)助成)  ★ 
 
長引くコロナ禍の下、
課題解決のために創意
工夫あふれる取り組み
を行うキーパーソンが
各所にみられる。こう
したさまざまな現場の
動態と、バイアス等の
無い一次情報を定量お
よび定性で考察した上
で、協働の誘発も見込
みながら課題・方策を
広く知らしめ、最新動
向についての情報共有
や協働のきっかけとも
なるような共通基盤
（プラットフォーム）づく
りの準備に着手した。 

 
④ 

社会貢献分野にま 
つわる民間非営利 
組織(ＮＰＯ等)・
企業・行政等多様
な主体に関する情
報の環境整備に関
する「ひろげあ
う」事業 

全国の NPO 支援センター 
ネットワーク等 

 
参画先は以下の通り。 

 
～団体会員～ 
・日本ＮＰＯセンター 
・NPO法人会計基準協議会 

通 年 
東京都 
・ 

福岡市 
1
名 

ＮＰＯ関係者 
 

50 名 
67 

 日本ＮＰＯセンター 
「市民セクター全国会議
2021」九州会場に係る 
企画・運営支援  ★ 

11/26
（金） 
・ 

11/27
（土） 

東京都 
・ 

大牟田市 
・ 
全国 

3
名 

一般市民 
 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

企業関係者 
 

100 名 

607 

⑤ 
災害時をはじめ、
地域の課題解決に
必要とされる諸資
源の仲介に関する

事業 

災害関連 
 

①情報活動 
SNS(Twitter、FB）を
活用し、関連情報を 
都度発信。 

②「災害支援ふくおか広
域ネットワーク(F ネッ
ト)」にて、幹事・事務
局を兼務。 
（災害支援関係者向け
メーリングリストは
同団体に移管） 

 

通 年 
福岡市 
・ 

東京都 
１
名 

一般市民 
 

ＮＰＯ関係者 
 

自治体関係者 
 

企業関係者 
 

200 名 

733 
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～ ご 参 考 ～ 
 
■令和３年度中の講師派遣状況 

通    年  島根県自治研修所 市町村新規採用職員研修（東部・西部 計 6コマ） 
通    年  佐世保市(長崎県)    「SASEBO COMMUNITY CAMP(スタートアップ支援セミナー)」（計 4コマ） 
通    年  佐賀県立生涯学習センター・アバンセ (仮)課題解決に関する調査研究 
21 年 前期  北九州市立大学大学院 マネジメント研究科（ビジネススクール）(2021 年度より) 
21 年 前期  福岡女学院大学 (2017 年度より) 
21 年 前期  長崎県立大学 「地域創造概論」 
21/04/17  NPOTechStudio IT エンジニア向け社会課題セミナー 
21/05/07  北九州市市民活動サポートセンター 助成金・補助金セミナー 
21/06/20  日本 NPO学会 第 23 回研究大会 セッション「中間支援組織のあり方」 
21/06/25  久留米市 アクティブシニアのためのボランティア講座 
21/06/29  トヨタ自動車九州株式会社 災害支援コーディネーター研修（災害支援ふくおか広域ネットワーク(F ネット)として） 
21/07/06  大野城まどかぴあ 男女平等推進センター 「託児ボランティア講座」 
21/07/07  ぎふ NPOセンター   「いざという時のためにもつながるコツ」 
21/08/05  北九州市生涯学習センター「北九州市民カレッジ」 
21/08/06  文部科学省 国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター「R.3 年度社会教育主事講習 [A]」 
21/08/10  文部科学省 社会教育主事講習（九州・沖縄地区＠九州大学）「市民社会への協働とNPO」 
21/08/26  中央共同募金会「赤い羽根全国ミーティング」 分科会「地域における助成の工夫を考える」 
21/09/14  鳥取県 「地域コーディネーター養成講座」 
21/09/16  新潟 NPO協会「にいがたNPOカレッジ 2021」  助成金活用のコツ 
21/10/15  長崎県社会教育大会 
21/10/23  食でつながるフェスタ in 福岡／九州・沖縄 ファシリテータ 
21/10/28  北九州市市民活動サポートセンター 「つながる！ひろがる！協働セミナー」 
21/10/29  羽島市社会福祉協議会（岐阜県） 「社会福祉委員向け研修」 
21/11/12  福島市市民活動サポートセンター 「企画力セミナー」 
21/11/17  政策研究大学院大学(GRIPS) 「自治体改革論」 
21/11/16  福岡市中央区役所 地域支援課 「with コロナ下の公民館活動について」 
21/12/04  NPOTechStudio IT エンジニア向け社会課題セミナー 成果報告会 コメンテータ 
21/12/10  金沢市役所 実践型市民協働研修（中堅層向け）【新型コロナウィルス感染拡大予防のため中止】 
21/12/22  鳥取県 「参加型の学習手法に関する研修会」 
21/12/26  佐賀県男女共同参画センター・アバンセ 
      「No!ひとりぼっち 防災まちづくり ～男女共同参画の視点を取り入れた防災リーダー養成講座」 
21/12 月-22/1 月 福岡県糸島市南風台校区防災委員会 避難所運営研修【新型コロナウィルス感染拡大予防のため延期】 
22/01/22     豊前市(福岡県)  （仮）「協働に関する講演会」 
22/01/29     八代市(熊本県)  「市民活動団体の資金調達講座＆個別相談会」 
22/02/19     福岡県公民館連合会「公民館研修会」 
22/02/22-23  食でつながるフェスタ in 佐世保 ファシリテータ 
22/03/12  福岡県「地域防災シンポジウム(兼 福岡県防災賞表彰式)」パネラー 

 
■寄稿等 

・一般財団法人日本地域開発センター 「地域開発」2021 年秋号 
”平時および災害時における「中間支援」 によるコーディネーションの意義と課題” 

  http://www.jcadr.or.jp/kaihatsu/mokuji-3/mokuji_2021/mokuji_autumn.html 
・佐賀県立生涯学習センター（アバンセ） 
 「課題解決支援おうえん BOOK－このまちで見つける幸せ－」 
”「課題解決」ソモソモ考” 
https://www.avance.or.jp/syougai/_1354/_5297.html 

 
■情報発信関連の取り組み状況 

①ホームページ  http://www.npo-an.com 
②ブログ「ふくおか NPO センターの日記」 http://blog.livedoor.jp/npo_an/ 

※twitter・Facebook と連動 
③メルマガ「FNC だより」 
・R３年度中に計 14 号を配信 
・配信登録者数 4,297 名（R.４年６月現在） 

④twitter  アカウント：＠fnpoc 
・Facebook、ブログと連動 
・フォロワー 1,289（R.４年 6 月現在） 
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⑤Facebook http://www.facebook.com/FukuokaNPOCenter 
・twitter、ブログと連動 
・フォロワー 936（R.４年 6 月現在） 

 
 
■委員等就任状況 

代表 古賀桃子 担当分  ※就任年度順  
＜ＮＰＯ関係＞ 

特定非営利活動法人ＭＹＰ 理事 （福岡県宗像市） 
特定非営利活動法人しょうがい生活支援の会すみか 理事 （佐賀県鳥栖市） 
認定特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンター 理事 （東京都） 
特定非営利活動法人スポーツウエイヴ九州 理事 （福岡県北九州市） 
アートサポートふくおか 監事 （福岡市） 
特定非営利活動法人アクションタウンラボ 監事 （福岡市） 

＜行政関係＞ 
福岡県「福岡県７０歳現役社会推進協議会」 
福岡県「NPO・ボランティアと企業、行政との協働実践会議」委員 
福岡県「福岡県青年の翼実行委員会」委員 
福岡県「森林審議会」 委員 
岡山県 備中県民局「協働事業審査会」委員 
福岡市「都市景観審議会」委員 
福岡市「都市景観賞」選考委員 
福岡市「水道水源かん養事業基金」運営委員会委員 
福岡市「地域活動アドバイザー」 
福岡市「共創のまちづくり推進検討委員会」 
朝倉市「朝倉市提案公募型協働事業審査委員会」委員 
東峰村 新規採用職員面接官 

＜その他＞ 
中央共同募金会「人材養成に関する検討会」委員 
全国社会福祉協議会 全国ボランティア・市民活動振興センター 広報委員会 
公益財団法人九電みらい財団 理事、助成事業審査員 
北九州市立大学大学院 マネジメント研究科(ビジネススクール) 特任教授 
福岡女学院大学 人文学部 非常勤講師 


